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こんにちは、図書委員会・広報班です！もうすぐ夏休みですね～🌻 

みなさん、2022年の上半期は何か本を読みましたか？ 

 「1冊も読んでいない…」という人は、夏休み貸出をぜひ利用しましょう！ 

ちなみに図書委員長のＹは、入学以来ほぼ学習マンガ一筋でしたが 

なんと今年は小説を借りて読んでいます。それも５冊！ 

人間やればできるんです…そこの君も彼と一緒にがんばろう！！ 

いよいよ始まる夏休み貸出！ 

通常 3 冊のところ、6冊まで借りられるチャンス！ 

＜裏技＞ポイントカードの特典とあわせて利用すれば、 

もっと借りられるかも…？ 

掲示版 
2022 年 7 月 4 日発行 

★７月５日（火）～夏休み貸出スタート★ 

 

放送委員会の協力のもと行っている恒例の 

「ブック・ミュージック・ウィーク」も今回で 

５回目！本に関連する音楽を昼休みに紹介します。 

手作りパンフレットもぜひ手に取って下さい♪ 

委員長の

おすすめ 

♪７月７日（木）～ＢｏｏｋＭｕｓｉｃＷｅｅｋ 5th♪ 

 

図書委員会の企画班（Ｍ３以上）を中心としたメンバー 

で、図書室に入れる本を書店に選びにいく「選書ツアー」 

を実施しました。予算はひとり 1 万円！ 

どんな本を図書委員が選んだか、お楽しみに…☺ 

 選書ツアー＠ジュンク堂書店にいってきました 



  

委員のおすすめ電子図書館本 

『5分後に意外な結末 

 黄色い悲喜劇』 

 

授業の休憩時間で読めるような短

めの話が何個も入っています。隙

間時間に気軽に読めるので、時間

がない人などにおすすめです。 

委員のおすすめ DVD 

『ハリー・ポッター』 
監督：クリス・コロンバス 

 

ファンタジー系が好きな人には 

もう絶対オススメ✨それぞれ 

の登場人物もみな個性的で私 

は名前が全然覚えれないけれ

ど 、その他の不思議な生物達も

物凄く独特で面白いンです！私は

特にハリーという主人公が飼って 

いるフクロウが大好きです ！ 

 

『精霊の守り人』 上橋菜穂子【913/ウ】 
中学生ぐらいの頃に学級文庫で手に取りました。 

女用心棒のバルサが、精霊の卵を宿した皇子を守り 

ながら旅をする物語です。 

ファンタジーですが、作者の上橋菜穂子さんの 

世界に対する作り込みが素晴らしく、物語に登場する国や文化、人々 

が本当にこの世界に存在するかのような錯覚を覚えます。上橋さんの 

作品はどの作品も現実的でありながら、しっかりとファンタジーでも 

あるという、他にあまり無い作風だと思います。 

ハマればどっぷり浸かれるシリーズになっていますので、ぜひ一度 

手に取ってみてください。 

 

『西の魔女が死んだ』 梨木香歩【913/ナ】 

この作品も中高生の時に読みました。学校に行け 

なくなった主人公のまいが、「西の魔女」と呼ばれる 

おばあさんの元に身を寄せ、心を癒しながら成長して 

いく物語です。 

  英国人のおばあさんとの生活がとても瑞々しく描かれ 

ており、文章を読んでいるだけでハーブのしげる魔女の庭の風景や、さわ 

やかな香りを感じられるような一冊になっています。 

あたたかく切ない気持ちになれる小説なので、きっと多くの中高生の 

皆さんにも響くのではないかと思います。 

 

Ｑ．中高生の頃は本は読んでいましたか？何にハマっていましたか？ 

中高生の時には一週間に 2冊くらいのペースで読んでいました。ハマッていたのは、当時 

発売したばかりだったモンスターハンターですね、おかげさまで視力がガタ落ちしました。 

当時はソフトテニスをしていたので眼鏡だと動きにくくてちょっと困った覚えがあります。 

今は仕事があるのであまり読めませんが、Kindleで月 4冊くらいは読むようにしています。 
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得意分野は小説 

Ｈ氏（Ｍ２） 

得意分野は社会 

Ｃ氏（Ｈ１） 

～本と教科書は何が違うか？～ 

H「教科書は意味不明な単語で、意味不明

なものを説明されていてわからない」 

C「教科にもよるけど、用語の意味を忘れ 

たり、どこかで 1度ついていけなく 

なると、その後がぜんぶ分からない。 

本の場合は途中から読んでも分かる 

ように書かれていたり、前後から推測 

できたりする。あと専門用語には注釈 

などがあるから、分かりやすい」 

H「教科書にも注釈が欲しいな」 

C「そもそも読んで楽しむためものじゃな

いからね」 

H「自発的に読むなら楽しいのに。国語の 

教科書とかは、暇つぶしで読んでる」 

～ところ構わず本を読んでしまう生物～ 

C「みなさん、どうしても授業に集中できない 

ときは、何をしていますか？」 

H「ぼくらは本を読んでますね（非合法）」 

C「あれってコツあるよね。背徳感はあるけど 

我々くらいにもなるとスリルも感じ始め…」 

H「わかります、叱られてるときみたいな」 

C「もはや、怒られ慣れちゃって笑えるよね」 

H「説教の受講歴に関しては、自信があります」 

～読書は得意、授業は不得意～ 

H「授業が理解できないから、せめて時間 

を有効活用するため本を読んでる」 

C「寝るよりはマシかな？とは思ってる。

一応、本の知識は得られるし」 

H「背徳感はあるんです（2回目）」 

C「授業が苦手なだけで、その教科に価値 

がない！とまでは思わない。たとえば

現国の某先生の授業はとっても面白

い。ただ、声がよすぎて夢の世界に誘

われちゃうから、かなり困る…笑」 

～最近、どんな本を読んだ？～ 

C「ふだん読むのは説明文的な本が多いかな。 

小説は、好みじゃないタイプの作品に 

当たりたくないというか… 

H「俺は物語が多いかな」 

C「最近読んで面白かったのだと『動物裁判』 

っていう新書かな。中世ヨーロッパで、 

ブタが裁判かけられたりする…」 

H「最近面白かったのは河野裕さんの『さよな 

らの言い方なんて知らない』シリーズ。 

足元が崩れていくような気持ちになる。 

あとは米澤穂信さんにハマってるかな」 

S「『江ノ島は猫の島である』が面白かった！」 

C＆H「「聞いてないけど？？」」 
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